


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































v 参考文献　3. 4. 6. 7
vi 頼義が右の建物からすぐ左の建物へ移動するという時
間展開が絵巻中で構成される手法は鎌倉時代絵巻に多
いものである。しかもその建物が絵巻の天地と平行に
構成されているところが平安末鎌倉初時代の様式をみ
せる。その頃の先行する同名作品の存在を思わせるも
のである。
vii 《西行物語絵巻》（徳川黎明会蔵）などの建物表現である。
viii 池田洋子「平治物語絵巻─時間と空間構成に関する覚
書ノート─」名古屋造形芸術短期大学研究紀要12号 
1989年
ix 参考文献　3
チ フー」となっている。
結語
文献上にしか見えない12世紀後半の絵巻に描かれた武士
の表現は、どのようなものであったのかは現在でははっきりしない。
D《後三年合戦絵巻》は、12世紀後半制作の同名の作品をもと
に増殖した説話部分を加えて新たに制作されたものであるix。
この絵巻にある武士の描写に、集団に武士達を纏めて描く個所
があることから基本的な武士の描き方が、個人個人を描くもので
はなく、ある程度の数を頼む集団の形をとった構成で表現されて
いたであろうと考えられる。
A−1《平治物語絵巻》はこの武士の描き方を踏襲していたと
考えられる。しかもそれを上手く活用して、武士達の集団をある
形態に密集させて揃えて構成することで画面に緊張感を生み出
している。
13世紀の半ばにおける武士の表現は、絵師が伝統的な12
世紀の武士達の型を踏まえて描き、そこに武士というものに対し
て一般に受け止められていた概念「武士は同じ方向を向いて
一致団結するもの」をも表現している。
14世紀半ばでは絵師達が、武士が様 な々行為をする「武士
モチ フー」として見たままの形を元に描き、彼等の個々の活動を
画面に再構築して統一された一つの場面を形成している。
このように、武士に対する視線は、絵師が概念から描いてい
たモチ フーから、見たままを描くモチ フーへと転換している。こうし
て、武士が絵師たちの目には“貴族に従属した集団”から“一つ
の自立した社会的な階級を形成するもの”に変化していることが
わかる。此処に武士の社会の真の到来が見られる。
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